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In this study, we hypothesized that the psychological Ibasho, which arises in relationships 
with others, is a sense of unconditional affirmation of one’s true self and an adaptive sense of 
being needed by others. The purpose of this study was to examine the effects of individual 
desires and behaviors on Ibasho in order to obtain an understanding of how they functioned. We 
measured Ibasho, over-adaptation, rejection–avoidance need (desire not to be rejected by 
others), and interpersonal dependency in 146 university students．We then examined the validity 
of the model using covariance structure analysis. The results showed that affectional 
dependency and sense of self-inadequacy predicted the sense of role through an orientation to 
others. In addition, instrumental dependency predicted role sense through an orientation to 
others. On the other hand, comfort was not significantly related to excessive external adaptation 
and rejection–avoidance need. These results suggest a difference in the nature of two aspects of 
Ibasho: role sense and comfort. The sense of role was a concept that depended on external 
criteria and was predicted by orientation to others, which is excessive external adaptation. Based 
on these results, we recommend adaptive Ibasho.  
 
































































































































Figure 1.  本研究における仮説モデル。 
方法
調査時期 2020 年 10 月～11 月に実施した。
調査協力者 質問紙に回答をした参加者は，大学生 146 名 (男性 40 名，女性 103 名，未記入 3
名)，平均年齢 21.1 歳 (SD = 1.48) であった。
調査内容 本研究では調査協力者に対して居場所感，過剰適応，拒否回避欲求，対人依存欲求を
測定する尺度に回答するよう求めた。
(a) 居場所感 則定 (2007) の青年版心理的居場所感尺度を用いた。青年版心理的居場所感尺度 
は，「○○と一緒にいると，ありのままの自分でいいのだと感じる」などの「本来感」因子 4 項目，
「○○の役に立っている」などの「役割感」因子 6 項目，「○○に受け入れられている」などの「被
受容感」因子 6 項目，「○○と一緒にいると，安心する」などの「安心感」因子 4 項目の計 4 因子 20
項目で構成されている。想起対象を教示する「○○」の部分には，「その人たち」という言葉を入れ，
具体的に学生生活において自分と関わりのあるコミュニティ (学部，研究室，アルバイト先，部活
動，サークルなど) を想起させた上で回答を求めた。それぞれの項目に対する回答は 5 件法で求め
た。 




の「期待に沿う努力」因子 7 項目，「自分には自信がない」などの「自己不全感」因子 6 項目の計 5
因子 33 項目で構成されている。それぞれの項目に対する回答は 5 件法で求めた。 
(c) 拒否回避欲求 小島・太田・菅原 (2003) の拒否回避欲求尺度を用いた。拒否回避欲求尺度は， 
「意見を言う時，みんなに反対されないかと気になる」などの 1 因子 9 項目で構成されている。そ
れぞれの項目に対する回答は 5 件法で求めた。 



























った。その結果，抽出された 2 因子について項目内容を確認し因子名を決定した。第 1 因子は安心
感や被受容感，本来感を測定する項目が含まれていたため「居心地のよさ」，第 2 因子は役割を通し
た自己の存在意義を測定する項目が含まれていたため「役割感」と名付けた。項目と因子負荷量を
Table 1 に示す。下位尺度ごとのα係数はα =.964，α =.915 であった。 
 
Table 1  
居場所感尺度の因子分析 (最尤法・プロマックス回転) 
 
項目 Factor1 Factor2 共通性
第1因子：居心地のよさ
　⑳その人たちと一緒にいると、くつろげる。 .936 -.053 .812
　⑨その人たちと一緒にいると、安心する。 .932 -.016 .849
　④その人たちと一緒にいると、ホッとする。 .890 .009 .803
　①その人たちと一緒にいると、ありのままの自分を表現できる。 .889 -.128 .654
　⑭その人たちと一緒にいると、居心地がいい。 .888 -.035 .747
　⑬その人たちは、いつでも私を受け入れてくれる。 .838 -.080 .618
　⑩その人たちと一緒にいると、自分らしくいられる。 .827 .025 .713
　⑤その人たちと一緒にいると、ありのままの自分でいいのだと感じる。 .793 .083 .725
　⑧その人たちに無条件に受け入れられている。 .769 -.062 .530
　⑱その人たちと一緒にいると、ここにいていいのだと感じる。 .711 .180 .712
　⑦その人たちは、私を大切にしてくれる。 .700 .000 .490
　⑮その人たちと一緒にいると、心から泣いたり笑ったりできる。 .693 .192 .697
　③その人たちに無条件に愛されている。 .527 .267 .539
第2因子：役割感
　⑥その人たちの支えになっている。 -.206 1.033 .823
　②その人たちの役に立っている。 -.234 .922 .613
　⑲その人たちに必要とされている。 .093 .800 .749
　⑪その人たちから頼りにされている。 -.031 .784 .583
　⑫その人たちに対して、自分にしかできない役割がある。 -.076 .748 .488
　⑯その人たちのためにできることがある。 .121 .660 .558








過剰適応 石津 (2006) を踏まえ，因子数を 5 に設定して最尤法・プロマックス回転による確認
的因子分析を行った。分析の結果，石津 (2006) における「他者配慮」因子と「期待に沿う努力」因
子の間に .837 と高い因子間相関がみられたため，因子数を 4 に変更し探索的因子分析を行った。因
子負荷量が .40 未満の項目，共通性が .30 未満であった 3 項目を除外し，残りの 30 項目に対して
再度，因子分析を行った。抽出された 4 因子について項目内容を確認し因子名を決定した。第 1 因
子は，石津 (2006) における「他者配慮」と「期待に沿う努力」の項目から構成されており，因子負
荷の高い項目の内容から，自己犠牲的な要素を多分に含む因子であると考えられたため，「他者志向
性」と名付けた。第 2 因子は「期待に沿う努力」因子に含まれていた 1 項目以外は石津 (2006) に
おける「自己不全感」因子から構成される因子であったため，「自己不全感」と名付けた。第 3 因子
は元の尺度の項目と同じ項目を含む因子であったため，石津 (2006) と同様に「自己抑制」とした。
また，第 4 因子は石津 (2006) における「人からよく思われたい欲求」の因子に含まれていた項目
の因子負荷量が高く，また，石津 (2006) において「期待に沿う努力」に含まれていた項目もまた，
人からよく思われたいという欲求を表す内容であると解釈できたため，「人からよく思われたい欲
求」と名付けた。項目と因子負荷量を Table 2 に示す。下位尺度ごとの α 係数は，α = .860，α = .883, 
α = .877, α = .830 であった。 
 
Table 2   
過剰適応尺度の因子分析 (最尤法・プロマックス回転) 
 
項目 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 共通性
第1因子:他者志向性
　②自分が少し困っても、相手のために何かしてあげることが多い。 .879 -.286 -.064 -.174 .527
　㉔やりたくないことでも無理をしてやることが多い。 .776 .024 -.015 -.062 .562
　㉕つらいことがあっても我慢する。 .638 -.020 .144 .028 .492
　⑮人からの要求に敏感なほうである。 .613 -.018 -.005 -.069 .325
　⑩「自分さえ我慢すればいい」と思うことが多い。 .612 .133 .171 -.209 .456
　㉖自分の価値がなくなってしまうのではないかと心配になりがむしゃらにがんばる。 .475 .242 .011 -.002 .382
　⑱期待にこたえるために、成績をあげるように努力する。 .469 -.052 -.139 .429 .564
　㉗期待にはこたえなくてはいけないと思う。 .467 .068 -.027 .333 .525
　⑯とにかく人の役に立ちたいと思う。 .461 -.148 -.107 .256 .348
　⑪他者からの期待を敏感に感じている。 .429 .125 -.075 .198 .354
第2因子：自己不全感
　㉜自分には自信がない。 .028 .940 -.114 -.060 .794
　⑭自分には、あまりよいところがない気がする。 .093 .893 -.103 -.098 .759
　㉒自分の評価はあまりよくないと思う。 -.124 .866 .019 -.112 .687
　⑧自分のあまりよくないところばかり気になる。 .000 .818 -.124 .086 .612
　㉓自分はひとりぼっちと感じることがある。 .027 .538 .153 .001 .409
　㉝自分らしさがないと思う。 .054 .515 .088 .038 .357
　④期待にこたえないと、しかられそうで心配になる。 .024 .473 .079 .162 .340
第3因子：自己抑制
　⑳考えていることをすぐには言わない。 -.135 -.153 .812 .056 .537
　⑦自分自身が思っていることは、外に出さない。 .039 -.166 .792 -.052 .529
　⑬心に思っていることを人に伝えない。 -.164 .151 .738 -.048 .607
　㉑思っていることを口に出せない。 .024 .196 .734 -.034 .724
　㉛自分の意見を通そうとしない。 .112 -.095 .610 .076 .398
　㉚相手と違うことを思っていても、それを相手に伝えない。 -.063 .164 .605 .131 .507
　⑥自分の気持ちをおさえてしまうほうだ。 .381 .066 .562 -.124 .589
第4因子：人からよく思われたい欲求
　⑲人から認めてもらいたいと思う。 -.034 .046 -.093 .808 .619
　㉘自分をよく見せたいと思う。 -.216 -.050 .175 .792 .533
　⑫人から気に入られたいと思う。 -.114 -.034 -.049 .773 .504
　⑤相手にきらわれないように行動する。 .003 .205 .086 .638 .542
　⑰人からほめてもらえることを考えて行動する。 .143 .067 -.064 .557 .424
　③人から”能力が低い”と思われないようにがんばる。 .075 -.118 .120 .547 .362
α係数 .860 .883 .877 .830
因子間相関
Factor1 1.000 .401 .303 .542
Factor2 .401 1.000 .494 .177
Factor3 .303 .494 1.000 .174




対人依存欲求 竹澤・小玉 (2004) を踏まえ，2 因子解を採用し，最尤法による確認的因子分析
を実施した。因子負荷量が .400 未満の項目があったためその項目を除外し，再度分析を行った。
その結果，2 因子解で一定の適合度が得られた (適合度指標の値 CFI など)。竹澤・小玉 (2004) を
踏まえて，第 1 因子は情緒的依存欲求，第 2 因子を道具的依存欲求とした。下位尺度ごとのα係数





たい欲求，拒否回避欲求，居場所感の 2 つの下位尺度との間に有意な正の相関が認められた (ps 
< .05)。道具的依存欲求は，拒否回避欲求や居場所感の 2 つの下位尺度との間に有意な正の相関を示
したが (ps < .05)，他者志向性，人からよく思われたい欲求，自己抑制との間に有意な関連性は示さ
れなかった。また，情緒的依存欲求と道具的依存欲求のどちらも自己不全感との間に有意な関連性
は認められなかった。自己不全感は他者志向性，人からよく思われたい欲求，自己抑制，拒否回避
欲求との間に有意な正の相関，居場所感の 2 つの下位尺度との間に有意な負の相関が認められた 
(ps < .05)。自己抑制は，居場所感の 2 つの下位尺度との間に有意な負の相関が認められた (ps < .05)。
拒否回避欲求と役割感の間には有意な負の相関がみられた。 
 





える仮説モデル (Figure 1) を共分散構造分析によって検討した。説明変数間 (情緒的依存欲求，道
具的依存欲求，自己不全感)，媒介変数間 (他者志向性，人から良く思われたい欲求，自己抑制，
拒否回避欲求)，目的変数間 (居心地のよさ，役割感) にそれぞれ共分散を仮定した。仮説モデル
にしたがって変数間にパスを仮定し，有意でないパスを除いた結果，Figure 2 のモデル (χ2 (8) = 
7.556，p = .478,  GFI = .985，AGFI = .948，CFI = .988，RMSEA = .000,  SRMR = .024,  AIC = 
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 情緒的依存欲求 1.000
2 道具的依存欲求 .438 ** 1.000
3 自己不全感 .097 -.016 1.000
4 他者志向性 .305 ** -.140 + .427 ** 1.000
5 人からよく思われたい欲求 .421 ** .061 .211 * .575 ** 1.000
6 自己抑制 -.008 -.148 + .534 ** .305 ** .171 * 1.000
7 拒否回避欲求 .319 ** .170 * .549 ** .487 ** .505 ** .488 ** 1.000
8 居心地のよさ .298 ** .383 ** -.384 ** -.102 .087 -.319 ** -.060 1.000
9 役割感 .242 ** .215 ** -.507 ** .025 .061 -.279 ** -.191 * .702 ** 1.000





まず，説明変数 (対人依存欲求と自己不全感) と媒介変数 (過剰な外的適応，拒否回避欲求) との
関連について，情緒的依存欲求は拒否回避欲求 (β = .277，p < .01)，他者志向性 (β = . 407，p < .01)，
人からよく思われたい欲求 ( β = .475，p < .01) に対して有意な正の関連を示した。道具的依存欲求
は他者志向性 ( β = - .332，p < .01)，人からよく思われたい欲求 ( β = - .176，p < .05)，自己抑制 ( β 
= - .158，p < .05) に対して有意な負の関連を示した。相関分析において道具的依存欲求と拒否回避
欲求は有意な正の相関を示していたが，有意な関連は認められなかった。 
次に，媒介変数 (過剰な外的適応，拒否回避欲求) と目的変数 (居場所感) の関連について，他者
志向性においてのみ役割感に対して有意な正の関連が認められた (β = .294，p < .01)。相関分析で
は有意な相関が認められたものの，他の過剰適応の下位尺度および拒否回避欲求と居場所感の間に
は有意な関連は認められなかった。 
説明変数 (対人依存欲求と自己不全感) と目的変数 (居場所感) との関連については，情緒的依存
欲求は直接的に居心地のよさと役割感に対して有意な正の関連性を示した (順に，β = .227, p < .01；
β ＝.169, p < .05)。また，道具的依存欲求は直接的に居心地のよさと役割感に対して有意な正の関
連性を示した (β = .279, p < .01；β = .192, p < .05)。自己不全感は役割感と居心地のよさに対し，
直接的に有意な負の関連性 (順にβ = - .576，p < .01；β = - .409，p < .01 ) を示した。対人依存欲
求と自己不全感の間の共分散は有意な関連性を示さなかった。 
上記の結果に基づき，説明変数と媒介変数間，媒介変数と目的変数間の両方で有意な関連性が示
されたものについて，間接効果の検定 (sobel test) を行った。情緒的依存欲求が他者志向性を介して
役割感に影響する媒介過程について有意な間接効果が認められた (β ＝.120,  p < .01)。次に，道具
的依存欲求が他者志向性を介して役割感に影響する媒介過程について有意な間接効果が認められた 
(β = -.097,  p < .01)。加えて，自己不全感が他者志向性を介して役割感に影響する媒介過程につい













Figure 2. 共分散構造分析の結果。 





















































































































地のよさ」と「役割感」には性質の違いがあることが推察された。Deci & Ryan (1995) は，自尊感情
を随伴性自尊感情 (Contingent self-esteem) と本当の自尊感情 (True self-esteem) に分けられるとし
ている。随伴性自尊感情は，社会的な基準に依存していて，自己価値の感覚を保つためにそれらの
基準を満たし続ける必要があるという点で，脆弱な自尊感情であるとされる。一方で，伊藤・小玉 
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